
 

 

 
ＥＳＤの視点における美術教育 

～持続可能な社会づくりにおいて美術が果たす役割を考えることを通して～ 

松山市立東中学校 眞柴さなえ 

・学習指導要領の変容 
技術を高める作品制作 

           ↓ 
情操を高める美術教育を 
 
 

 
・ESD の学習理論 
  持続可能な社会をつくるための教育 
           ↓ 
  社会の問題を自分事として捉え 
           ↓ 
  自分なりの解決方法で 
           ↓ 

社会に返す 

身近な自然のよさや松山
のよさを感じながら制作に取
り組むことにより、美術が社
会や生活をよりよくしていくも
のであるということに気付くこ
とができると考えた。 

木々が持つよさや美しさについての実感的・概念的な理解が深
い学びにつながり、さらにわたしたちが生活している地域に生育す
るひのきを使用することで、生徒に地域や伝統文化に興味をもち、
理解を深めることができた。 

これからの社会に美術は必要である。 

愛媛産のひのきを
使って、木材屋、木
工の専門家と関わり
ながら愛媛の命と向
き合い、伝統工芸に
も触れていく。昔から
伝わるものを未来の
生活スタイルに合わ
せながらも受け継い
でいく活動。 

②予想やねらい 

社会と美術は大いに関係

している！ 

①研究の背景 

 

③方法 

【単元構想】 
媛すぎ・媛ひのきについて知り、愛媛の魅力を理解する。 

↓ 
木材店の方の話を聞き、木の魅力について関心をもつ。 

↓ 
 
 

木の魅力を生かして、愛媛産のひのきを使ってスプーンをつくる。 
↓ 

使いやすい形を考え、制作をする。 
（木工の専門家にアドバイスをいただく） 

            ↓ 
くるみを砕いて出たオイルを塗布して仕上げる。 
            ↓ 
実際に使ってみる。 

↓ 
新たな課題【使いやすさを追求したい！】 

自分の疑問について調べる 

新聞にまとめる 

 

 美術が社会や生活をより良くして
いるものであることに気付くことがで
きた。 
 

 

 

⑤考察 

 

美術は鑑賞するのも
そうだし、人々に影響
を与え、また、縄文土
器も美しい模様があ
ることから昔から今
までつながっている
と思うから、美術は
社会に役に立ってい
ると考えます。人々に
とって使いやすさを
考えた美術と、見て
楽しむために考えら
れた美術があると思
います。 

④結果 

授業前 
授業後 


